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(57)【要約】
　ワイヤレス通信するための方法は、ワイヤレスデバイ
スにおいて、パケットを生成することを含む。この方法
は、複数の受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフ
ィールドを備えるパケットを生成することを含み、プリ
アンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備え
る。方法は、周波数帯域幅の各チャネル用のＳＩＧフィ
ールドの第１の部分の内容を符号化することをさらに含
み、第１の部分は、すべての受信デバイスについての情
報を備える。方法は、周波数帯域幅の各チャネル用のＳ
ＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化することを
さらに含み、第２の部分は１つまたは複数のコードブロ
ックを備え、１つまたは複数のコードブロックは、複数
の受信デバイスの各受信デバイスについての情報を含む
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数の受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成す
ることと、前記プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える、
　周波数帯域幅の各チャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化する
ことと、前記第１の部分は、すべての受信デバイスについての情報を備える、
　前記周波数帯域幅の各チャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化
することと、前記第２の部分は１つまたは複数のコードブロックを備え、前記１つまたは
複数のコードブロックは、前記複数の受信デバイスの各受信デバイスについての情報を含
む、を備える方法。
【請求項２】
　前記第１の部分は８ビットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の部分は１１ビットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の部分のサイズは、周波数帯域幅の各チャネル用の前記周波数帯域幅のサイズ
、すなわち、８または１１ビットに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の部分は局識別子（ＩＤ）フィールドを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記局識別子（ＩＤ）フィールドは９または１１ビットを備える、請求項５に記載の方
法。
【請求項７】
　前記第２の部分は空間多重化および変調フィールドを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記空間多重化および変調フィールドは１０ビットを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の部分は、前記第２の部分を符号化するのとは別個に符号化される、請求項１
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＳＩＧフィールドは、前記１つまたは複数のコードブロックのうちの最終コードブ
ロックの長さが別のコードブロックの長さと等しくなるようなビットを備えるパディング
フィールドをさらに備え、前記周波数帯域幅のチャネル中の前記１つまたは複数のコード
ブロックすべての全長は、別のチャネル中の前記１つまたは複数のコードブロックすべて
の全長と同じである、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＳＩＧフィールドは、前記１つまたは複数のコードブロックのうちの最終コードブ
ロックの長さがＯＦＤＭシンボル境界と整合するようなビットを備えるパディングフィー
ルドをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記周波数帯域幅のチャネルの干渉レベルに基づいて前記パケットを選択的に送信する
ことをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　選択的に送信することは、前記周波数帯域幅の２次チャネルの干渉レベルが閾を満足す
るとき、前記周波数帯域幅の１次チャネル上で前記パケットを送信することを備える、請
求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサを備え、前記プロセッサは、
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　受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成すること
と、前記プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える、
　周波数帯域幅の各チャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化する
ことと、前記第１の部分は、すべての受信デバイスについての情報を備える、
　前記周波数帯域幅の各チャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化
することと、前記第２の部分は１つまたは複数のコードブロックを備え、前記１つまたは
複数のコードブロックは、前記複数の受信デバイスの各受信デバイスについての情報を含
む、を行うように構成される、装置。
【請求項１５】
　前記第１の部分は８ビットを備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１の部分は１１ビットを備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記第１の部分のサイズは前記周波数帯域幅のサイズに基づく、請求項１４に記載の装
置。
【請求項１８】
　前記第２の部分は局識別子（ＩＤ）フィールドを備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記局識別子（ＩＤ）フィールドは９ビットを備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第２の部分は空間多重化および変調フィールドを備える、請求項１４に記載の装置
。
【請求項２１】
　前記空間多重化および変調フィールドは１０ビットを備える、請求項１４に記載の装置
。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数のコードブロックの各々は２つのユーザブロックを備える、請求項
１４に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ＳＩＧフィールドは、前記１つまたは複数のコードブロックのうちの最終コードブ
ロックの長さが別のコードブロックの長さと等しくなるようなビットを備えるパディング
フィールドをさらに備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ＳＩＧフィールドは、前記１つまたは複数のコードブロックのうちの最終コードブ
ロックの長さがＯＦＤＭシンボル境界と整合するようなビットを備えるパディングフィー
ルドをさらに備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項２５】
　前記プロセッサは、前記周波数帯域幅のチャネルの干渉レベルに基づいて前記パケット
を選択的に送信するようにさらに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、前記周波数帯域幅の２次チャネルの干渉レベルが閾を満足するとき
、前記周波数帯域幅の１次チャネル上で前記パケットを選択的に送信する、請求項２５に
記載の装置。
【請求項２７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数の受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成す
るための手段と、前記プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える、
　周波数帯域幅の各チャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化する
ための手段と、前記第１の部分は、すべての受信デバイスについての情報を備える、
　前記周波数帯域幅の各チャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化
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するための手段と、前記第２の部分は１つまたは複数のコードブロックを備え、前記１つ
または複数のコードブロックは、前記複数の受信デバイスの各受信デバイスについての情
報を含む、を備える装置。
【請求項２８】
　実行されると、装置にワイヤレス通信の方法を実行させる命令が符号化された、コンピ
ュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であって、前記方法は、
　複数の受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成す
ることと、前記プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える、
　周波数帯域幅の各チャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化する
ことと、前記第１の部分は、すべての受信デバイスについての情報を備える、
　前記周波数帯域幅の各チャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化
することと、前記第２の部分は１つまたは複数のコードブロックを備え、前記１つまたは
複数のコードブロックは、前記複数の受信デバイスの各受信デバイスについての情報を含
む、を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項２９】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数の受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成す
ることと、前記プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える、
　周波数帯域幅の第１のチャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化
することと、前記第１の部分は、すべての受信デバイスについての情報を備える、
　前記周波数帯域幅の前記第１のチャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第２の部分の内容
を符号化することと、前記第２の部分は１つまたは複数のコードブロックを備え、前記１
つまたは複数のコードブロックは、前記複数の受信デバイスの各受信デバイスについての
情報を含み、前記第１の部分は、前記第２の部分の長さの指示をさらに備える、を備える
方法。
【請求項３０】
　前記周波数帯域幅の第２のチャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第３の部分の内容を符
号化することと、前記第３の部分は、すべての受信デバイスについての情報を備える、
　前記周波数帯域幅の前記第２のチャネル用の前記ＳＩＧフィールドの第４の部分の内容
を符号化することと、前記第４の部分は１つまたは複数のコードブロックを備え、前記１
つまたは複数のコードブロックは、前記複数の受信デバイスの各受信デバイスについての
情報を含み、前記第３の部分は、前記第４の部分の長さの指示をさらに備える、をさらに
備える、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　複数の受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成す
ることと、前記プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える、
　周波数帯域幅の各チャネル用の前記ＳＩＧフィールドの内容を符号化することと、前記
ＳＩＧフィールドは、すべての受信デバイスについての情報を備える第１の部分と、前記
複数の受信デバイスのうちの受信デバイスの１つまたは複数の組合せのためのユーザフィ
ールドと巡回冗長検査（ＣＲＣ）フィールドとを備える第２の部分とを備える、を備える
方法。
【請求項３２】
　前記ＳＩＧフィールドの前記内容を符号化することは、前記第１の部分と前記第２の部
分とを同時に符号化することを備える、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記ＣＲＣフィールドは、前記周波数帯域幅の前記チャネルによって異なる、請求項３
１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　[0001]本開示のいくつかの態様は、概してワイヤレス通信に関し、より詳細には、方法
および装置ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空
間的に離れたデバイス間でメッセージを交換するために使用される。ネットワークは、た
とえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり得る、
地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークはそれぞれ、ワイドエリアネ
ットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカルエリア
ネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）として指定さ
れ得る。ネットワークはまた、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続するた
めに使用される交換／ルーティング技術（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信の
ために採用される物理媒体のタイプ（たとえば、ワイヤード対ワイヤレス）、および使用
される通信プロトコルのセット（たとえば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯＮ
ＥＴ（同期光ネットワーキング）、イーサネット（登録商標）など）によっても異なる。
【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、しばしば、ネットワーク要素がモバイルであり、し
たがって動的接続性の必要を有するときに、またはネットワークアーキテクチャが、固定
ではなくアドホックなトポロジーで形成される場合に好適である。ワイヤレスネットワー
クは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用する非誘導伝搬
モードでは、無形物理媒体を採用する。ワイヤレスネットワークは、有利には、固定され
たワイヤードネットワークと比較すると、ユーザモビリティと迅速なフィールド展開とを
容易にする。
【０００４】
　[0004]複数のデバイス間でワイヤレス通信される情報のボリュームおよび複雑さが増加
し続けるにつれて、物理レイヤ制御信号に必要なオーバーヘッド周波数帯域幅が少なくと
も線形的に増加し続ける。物理レイヤ制御情報を伝達するために利用されるビット数が、
必要とされるオーバーヘッドのかなりの部分になっている。したがって、限られた通信リ
ソースでは、特に、トラフィックの複数のタイプが、アクセスポイントから複数の端末に
同時に送られるとき、この物理レイヤ制御情報を伝達するために必要とされるビット数を
低減することが望ましい。同時に、信号検出の信頼性を向上することが望ましい。したが
って、いくつかの送信のための改善されたプロトコルが必要である。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]添付の特許請求の範囲内のシステム、方法およびデバイスの様々な実装形態は、
それぞれいくつかの態様を有し、それらのうちのいずれの単一の態様も、単独では本明細
書で説明される望ましい属性を担わない。添付の特許請求の範囲を限定することなしに、
いくつかの顕著な特徴が本明細書で説明される。
【０００６】
　[0006]本明細書で説明する主題の１つまたは複数の実装形態の詳細を添付の図面および
以下の説明に記載する。他の特徴、態様、および利点は、説明、図面、および特許請求の
範囲から明らかになり得る。以下の図の相対寸法は一定の縮尺で描かれていないことがあ
ることに留意されたい。
【０００７】
　[0007]一態様は、ワイヤレス通信する方法を提供する。この方法は、複数の受信デバイ
スへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成することを含み、プリ
アンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える。方法は、周波数帯域幅の各チ
ャネル用のＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化することをさらに含み、第１の
部分は、すべての受信デバイスについての情報を備える。方法は、周波数帯域幅の各チャ
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ネル用のＳＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化することをさらに含み、第２の部
分は１つまたは複数のコードブロックを備え、１つまたは複数のコードブロックは、複数
の受信デバイスの各受信デバイスについての情報を含む。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信する方法を提供する。この方法は、複数の
受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成することを
含み、プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える。方法は、周波数帯
域幅の第１のチャネル用のＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化することをさら
に含み、第１の部分は、すべての受信デバイスについての情報を備える。方法は、周波数
帯域幅の第１のチャネル用のＳＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化することをさ
らに含み、第２の部分は１つまたは複数のコードブロックを備え、１つまたは複数のコー
ドブロックは、複数の受信デバイスの各受信デバイスについての情報を含み、第１の部分
は、第２の部分の長さの指示をさらに備える。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信する方法を提供する。この方法は、複数の
受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成することを
含み、プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える。方法は、周波数帯
域幅の各チャネル用のＳＩＧフィールドの内容を符号化することをさらに含み、ＳＩＧフ
ィールドは、すべての受信デバイスについての情報を備える第１の部分と、複数の受信デ
バイスのうちの受信デバイスの１つまたは複数の組合せのためのユーザフィールドと巡回
冗長検査（ＣＲＣ）フィールドとを備える第２の部分とを備える。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は、受
信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成するように構
成されたプロセッサを含み、プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備え
る。周波数帯域幅の各チャネル用のＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化するよ
うにさらに構成されたプロセッサであって、第１の部分は、すべての受信デバイスについ
ての情報を備える。周波数帯域幅の各チャネル用のＳＩＧフィールドの第２の部分の内容
を符号化するようにさらに構成されたプロセッサであって、第２の部分は１つまたは複数
のコードブロックを備え、１つまたは複数のコードブロックは、複数の受信デバイスの各
受信デバイスについての情報を含む。
【００１１】
　[0011]追加態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は、複数の受信
デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成するための手段
を備え、プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える。装置は、周波数
帯域幅の各チャネル用のＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化するための手段を
さらに備え、第１の部分は、すべての受信デバイスについての情報を備える。装置は、周
波数帯域幅の各チャネル用のＳＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化するための手
段をさらに備え、第２の部分は１つまたは複数のコードブロックを備え、１つまたは複数
のコードブロックは、複数の受信デバイスの各受信デバイスについての情報を含む。
【００１２】
　[0012]追加態様は、実行されると、装置にワイヤレス通信の方法を実施させる命令が符
号化されたコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品を提供する。方法
は、複数の受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成
することを備え、プリアンブルフィールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える。方法は
、周波数帯域幅の各チャネル用のＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化すること
をさらに備え、第１の部分は、すべての受信デバイスについての情報を備える。方法は、
周波数帯域幅の各チャネル用のＳＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化することを
さらに備え、第２の部分は１つまたは複数のコードブロックを備え、１つまたは複数のコ
ードブロックは、複数の受信デバイスの各受信デバイスについての情報を含む。



(7) JP 2018-532285 A 2018.11.1

10

20

30

40

50

【００１３】
　[0013]次に、上述の態様、ならびに本技術の他の特徴、態様、および利点が、添付の図
面を参照して様々な態様に関して説明される。ただし、図示された態様は、例にすぎず、
限定するものではない。図面全体にわたって、同様のシンボルは、一般に、コンテキスト
が別段に規定しない限り、同様の構成要素を識別する。以下の図の相対寸法は一定の縮尺
で描かれていないことがあることに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】[0014]本開示の態様が利用され得るワイヤレス通信システムの例を示す図。
【図２】[0015]図１のワイヤレス通信システム内で利用され得るワイヤレスデバイスにお
いて使用され得る様々な構成要素を示す図。
【図３】[0016]ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ規格のための例示的なフレームフォーマットを
示す図。
【図４】[0017]ワイヤレス通信を可能にするのに使われ得る物理レイヤパケットの別の例
示的な構造を示す図。
【図５Ａ】[0018]ＳＩＧＢフィールドの別の例示的な構造を示す図。
【図５Ｂ】[0019]ＳＩＧＢフィールドの別の例示的な構造を示す図。
【図６】[0020]８０ＭＨｚ周波数帯域幅（ＢＷ）にわたるＳＩＧＢフィールドの別の例示
的な構造を示す図。
【図７】[0021]８０ＭＨｚ　ＢＷを介して複数のユーザにＳＩＧＢフィールドを送信する
ための別の例示的な構造を示す図。
【図８】[0022]周波数ブロックを使って、８０ＭＨｚ　ＢＷを介して複数のユーザにＳＩ
ＧＢフィールドを送信するための別の例示的な構造を示す図。
【図９】[0023]単一のコードブロックを使って、８０ＭＨｚ　ＢＷを介して複数のユーザ
にＳＩＧＢフィールドを送信するための別の例示的な構造を示す図。
【図１０】[0024]８０ＭＨｚ　ＢＷにおけるチャネルボンディングのための様々なシナリ
オの図。
【図１１】[0025]ワイヤレス通信の例示的な方法のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0026]添付の図面を参照して、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が以下
でより完全に説明される。ただし、開示される教示は、多くの異なる形態で実施され得、
本開示全体にわたって提示されるいずれかの特定の構造または機能に限定されるものと解
釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の
範囲を当業者に十分に伝えるように与えられる。本明細書の教示に基づいて、本開示の範
囲は、本発明の任意の他の態様とは無関係に実装されるか、本発明の任意の他の態様と組
み合わされるかにかかわらず、本明細書で開示される新規のシステム、装置、および方法
の任意の態様を包含するものであることを、当業者は諒解されたい。たとえば、本明細書
に記載する態様をいくつ使っても、装置は実装され得、または方法は実践され得る。加え
て、本発明の範囲は、本明細書に記載される本発明の様々な態様に加えて、またはそれ以
外の、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実践されるそのような装置また
は方法を包含することが意図される。本明細書で開示する任意の態様が請求項の１つまた
は複数の要素によって実施され得ることを理解されたい。
【００１６】
　[0027]本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形および
置換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点について説明する
が、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロ
トコルに広く適用可能であるものとし、それらのうちのいくつかを例として、図において
、および好適な態様についての以下の説明において示す。発明を実施するための形態およ
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び図面は、限定的ではなく本開示の例示にすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範
囲およびその均等物によって定義される。
【００１７】
　[0028]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使われるネットワーキングプロトコ
ルを利用して、近くのデバイスを互いに相互接続するために使用され得る。本明細書で説
明する様々な態様は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、またはより一般的には、ワイヤレスプロ
トコルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリーの任意のメンバーなど、任意の通信規格に適用
され得る。たとえば、本明細書で説明する様々な態様は、直交周波数分割多元接続（ＯＦ
ＤＭＡ）通信をサポートする８０２．１１プロトコルなど、ＩＥＥＥ８０２．１１プロト
コルの一部として使われ得る。
【００１８】
　[0029]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、８０２．１１プロトコルに従って送信
され得る。いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスす
る構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわち
アクセスポイント（ＡＰ）および（局またはＳＴＡとも呼ばれる）クライアントがあり得
る。概して、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として働くことができ、ＳＴＡは
ＷＬＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡはラップトップコンピュータ、携帯情報
端末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。ある例では、ＳＴＡは、インターネッ
トへの、または他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を取得するためにＷｉＦ
ｉ（登録商標）準拠ワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では
、ＳＴＡはＡＰとしても使われ得る。
【００１９】
　[0030]また、アクセスポイント（ＡＰ）は基地局、ワイヤレスアクセスポイント、アク
セスノードまたは同様の用語を含むか、それらのいずれかとして実装されるか、またはそ
れらのいずれかとして知られていることがある。
【００２０】
　[0031]局「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット、
移動局、リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス
、ユーザ機器、または何らかの他の用語を含むか、それらのいずれかとして実装されるか
、またはそれらのいずれかとして知られていることがある。したがって、本明細書で教示
される１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンもしくはスマートフォ
ン）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセッ
ト、ポータブルコンピューティングデバイス（たとえば、個人情報端末）、エンターテイ
ンメントデバイス（たとえば、音楽もしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ）、ゲー
ムデバイスもしくはシステム、全地球測位システムデバイス、あるいはワイヤレス媒体を
介したネットワーク通信のために構成された他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００２１】
　[0032]上記で説明したように、本明細書で説明するデバイスのうちのいくつかは、たと
えば、８０２．１１規格を実装することができる。そのようなデバイスは、ＳＴＡとして
使われるか、ＡＰとして使われるか、他のデバイスとして使われるかにかかわらず、スマ
ートメータリングのためにまたはスマートグリッドネットワークにおいて使われ得る。そ
のようなデバイスは、センサー適用例を提供するか、またはホームオートメーションにお
いて使われ得る。デバイスは、代わりにまたは追加として、ヘルスケアコンテキストにお
いて、たとえば、パーソナルヘルスケアのために使われ得る。それらのデバイスはまた、
（たとえば、ホットスポットとともに使うための）拡張された範囲のインターネット接続
性を可能にするために、またはマシンツーマシン通信を実装するために、監視のために使
われ得る。
【００２２】
　[0033]局（ＳＴＡ）など、複数のデバイスが同時にアクセスポイント（ＡＰ）と通信す
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ることを可能にすることが有益な場合がある。たとえば、これは、複数のＳＴＡがより少
ない時間においてＡＰから応答を受信し、より少ない遅延を伴ってＡＰからデータを送信
および受信することができるようにすることを可能にすることができる。これはまた、Ａ
Ｐが全体的により多くの数のデバイスと通信することを可能にすることができ、また、周
波数帯域幅使用をより効率的にすることができる。多元接続通信を使うことによって、Ａ
Ｐは、たとえば、８０ＭＨｚ周波数帯域幅上で一度に４つのデバイスに対して、直交周波
数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルを多重化することが可能であり得、ここで、各デバイス
は２０ＭＨｚ周波数帯域幅を使用する。したがって、多元接続は、ＡＰがそのＡＰにとっ
て利用可能なスペクトルをより効率的に使用することを可能にすることができるので、多
元接続は、いくつかの態様では、有益であり得る。
【００２３】
　[0034]ＡＰとＳＴＡとの間で送信されるシンボルの異なるサブキャリア（または、トー
ン）を異なるＳＴＡに割り当てることによって、８０２．１１ファミリーなど、ＯＦＤＭ
システム内でそのような多元接続プロトコルを実装することが提案されている。このよう
にして、ＡＰは、単一の送信されるＯＦＤＭシンボルを用いて複数のＳＴＡと通信し得、
ここで、シンボルの異なるトーンが異なるＳＴＡによって復号および処理され、したがっ
て、複数のＳＴＡへの同時データ転送を可能にする。これらのシステムは、ＯＦＤＭＡシ
ステムと呼ばれることがある。
【００２４】
　[0035]そのようなトーン割振り方式は、本明細書では「高効率」（ＨＥ）システムと呼
ばれ、そのような複数トーン割振りシステム内で送信されるデータパケットは高効率（Ｈ
Ｅ）パケットと呼ばれることがある。後方互換プリアンブルフィールドを含むそのような
パケットの様々な構造について以下で詳細に説明する。
【００２５】
　[0036]図１は、本開示の態様が利用され得るワイヤレス通信システム１００の例を示す
。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば、８０２．１１ａｈ、８
０２．１１ａｃ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｂ、または他の／将来
の８０２．１１規格のうちの少なくとも１つに従って動作することができる。ワイヤレス
通信システム１００は、高効率ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１ａｘ規格に従って
動作することができる。ワイヤレス通信システム１００は、（本明細書では、総称的にＳ
ＴＡ１０６と呼ばれることがある）ＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄと通信するＡＰ１０４を含
み得る。
【００２６】
　[0037]様々なプロセスおよび方法が、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄとの間の
、ワイヤレス通信システム１００における送信のために使われ得る。たとえば、信号は、
ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄとの間で送
信および受信され得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム１００は、ＯＦＤＭ／
ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれることがある。代替的に、信号は、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄとの間で送信および受信さ
れ得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム１００はＣＤＭＡシステムと呼ばれる
ことがある。
【００２７】
　[0038]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄのうちの１つまたは複数への送信を容
易にする通信リンクは、ダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０
６Ａ～１０６Ｄのうちの１つまたは複数からＡＰ１０４への送信を容易にする通信リンク
は、アップリンク（ＵＬ）１１０と呼ばれることがある。代替的に、ダウンリンク１０８
は順方向リンクまたは順方向チャネルと呼ばれることがあり、アップリンク１１０は逆方
向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれることがある。
【００２８】
　[0039]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２におい
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てワイヤレス通信カバレージを提供することができる。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連
付けられ、通信のためにＡＰ１０４を使用するＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄとともに、基本
サービスセット（ＢＳＳ）と呼ばれることがある。ワイヤレス通信システム１００は、中
央ＡＰ１０４を有しないことがあり、むしろ、ＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄ間のピアツーピ
アネットワークとして機能することができることに留意されたい。したがって、本明細書
で説明されるＡＰ１０４の機能は、代替的にＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄのうちの１つまた
は複数によって実施され得る。
【００２９】
　[0040]いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に通信を送るために、および
／またはＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４に関連することが必要であり
得る。一態様では、関連付けるための情報は、ＡＰ１０４によるブロードキャスト中に含
まれる。そのようなブロードキャストを受信するために、ＳＴＡ１０６は、たとえば、カ
バレージ領域にわたって広カバレージ探索を実施することができる。また、探索は、ＳＴ
Ａ１０６が、たとえば、灯台方式でカバレージ領域を掃引することによって実施され得る
。関連するための情報を受信した後に、ＳＴＡ１０６は、関連付けプローブまたは要求な
どの基準信号をＡＰ１０４に送信することができる。いくつかの態様では、ＡＰ１０４は
、たとえば、インターネットまたは公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などのより大きいネット
ワークと通信するために、バックホールサービスを使用することができる。
【００３０】
　[0041]ある実施形態では、ＡＰ１０４は、ＡＰ高効率ワイヤレスプロセッサ２２４を含
む。ＡＰ　ＨＥＷプロセッサ２２４は、８０２．１１プロトコルを使って、ＡＰ１０４と
ＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄとの間の通信を可能にするために、本明細書で説明される動作
の一部または全部を実施することができる。ＡＰ　ＨＥＷプロセッサ２２４の機能性が、
図２～図５に関して以下でより詳細に説明される。
【００３１】
　[0042]代替的にまたは追加として、ＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄは、ＳＴＡ　ＨＥＷプロ
セッサ２２４を含むことができる。ＳＴＡ　ＨＥＷプロセッサ２２４は、８０２．１１プ
ロトコルを使って、ＳＴＡ１０６Ａ～１０６ＤとＡＰ１０４との間の通信を可能にするた
めに、本明細書で説明される動作の一部または全部を実施することができる。ＳＴＡ　Ｈ
ＥＷプロセッサ２２４の機能性が、図２～図５に関して以下でより詳細に説明される。
【００３２】
　[0043]上記で説明したように、本明細書で説明されるデバイスのいくつかは、たとえば
、高効率８０２．１１規格、たとえば、８０２．１１ＨＥＷ、８０２．１１ａｃ、８０２
．１１ａｘなどを実装し得る。いくつかの態様では、たとえば一致した８０２．１１ａｘ
プロトコル、ワイヤレス信号が低レート（ＬＲ）モードで送信され得る。一態様では、Ｌ
Ｒモードは、所与の周波数帯域幅にわたって最も低いデータレートを有する変調およびコ
ーディング方式（ＭＣＳ）として定義され得る。たとえば、８０２．１１ａｘプロトコル
において、反復ＭＣＳ０モード（２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）変調と、１／２の
コーディングレートとを使うＭＣＳ０モード）であるＭＣＳ１０モードが、ＬＲモードと
して定義され得る。いくつかの実施形態では、ＡＰ１０４は、ＳＴＡ１０６と比較して、
より大きい送信電力能力を有することがある。いくつかの実施形態では、たとえば、ＳＴ
Ａ１０６は、ＡＰ１０４よりも数ｄＢ低いｄＢにおいて送信することができる。したがっ
て、ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６へのＤＬ通信は、ＳＴＡ１０６からＡＰ１０４へのＵＬ
通信よりも高い範囲を有することができる。リンクバジェットを閉じるために、ＬＲモー
ドが使われ得る。いくつかの実施形態では、ＬＲモードは、ＤＬ通信とＵＬ通信の両方に
おいて使われ得る。他の実施形態では、ＬＲモードは、ＵＬ通信のためにのみ使われる。
【００３３】
　[0044]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ１０６は、レガシーＳＴＡのシンボル
持続時間の４倍のシンボル持続時間を使って通信することができる。したがって、送信さ
れる各シンボルは、持続時間が４倍長いことがある。より長いシンボル持続時間を使うと
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き、個々のトーンの各々は、送信されるべき周波数帯域幅の１／４のみを必要とし得る。
たとえば、様々な実施形態では、１ｘシンボル持続時間は４ｍｓであり得、４ｘシンボル
持続時間は１６ｍｓであり得る。したがって、様々な実施形態では、１ｘシンボルは本明
細書ではレガシーシンボルと呼ばれることがあり、４ｘシンボルはＨＥＷシンボルと呼ば
れることがある。他の実施形態では、異なる持続時間が可能である。
【００３４】
　[0045]図２は、図１のワイヤレス通信システム１００内で利用され得るワイヤレスデバ
イス２０２において使用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、
本明細書で説明される様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの例である。た
とえば、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４を含むか、またはＳＴＡ１０６Ａ～１
０６Ｄのうちの１つを含むことができる。
【００３５】
　[0046]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含み得る。プロセッサ２０４は中央処理ユニット（ＣＰＵ）またはハード
ウェアプロセッサと呼ばれることもある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）、またはその両方を含むことができるメモリ２０６は、プロセッサ２
０４に命令とデータとを与える。メモリ２０６の一部はまた、不揮発性ランダムアクセス
メモリ（ＮＶＲＡＭ）を含み得る。プロセッサ２０４は、一般に、メモリ２０６内に記憶
されたプログラム命令に基づいて論理演算と算術演算とを実施する。メモリ２０６中の命
令は、本明細書で説明される方法を実装するように実行可能であり得る。
【００３６】
　[0047]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理シス
テムを含むことができるか、またはそれの構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセ
ッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバ
イス（ＰＬＤ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専
用ハードウェア有限状態機械、または情報の算出もしくは他の操作を実施することができ
る任意の他の好適なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得る。
【００３７】
　[0048]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための非一時的機械可読媒体も含むこ
とができる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロ
コード、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、またはそれ以外の名称で呼ばれるかにかか
わらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈されるべきである。命令は、（たとえ
ば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能コード形式、またはコードの任意
の他の好適な形式の）コードを含むことができる。命令は、１つまたは複数のプロセッサ
によって実行されたとき、処理システムに本明細書で説明する様々な機能を実施させる。
【００３８】
　[0049]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔地との間の
データの送信と受信とを可能にするために、送信機２１０と受信機２１２とを含むことが
できるハウジング２０８を含むことができる。送信機２１０および受信機２１２は、組み
合わせられてトランシーバ２１４になり得る。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に取
り付けられ、トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス２０２は
また、たとえば、多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信中に使用され得る、複数の送信機、複数
の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナを含むことができる。
【００３９】
　[0050]ワイヤレスデバイス２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号のレ
ベルを検出および定量化するために使われ得る信号検出器２１８を含むこともできる。信
号検出器２１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、電
力スペクトル密度、および他の信号などの信号を検出することができる。ワイヤレスデバ
イス２０２は、信号を処理する際に使うためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０
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も含むことができる。ＤＳＰ２２０は、送信用のデータユニットを生成するように構成さ
れ得る。いくつかの態様では、データユニットは物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ）
を含むことができる。いくつかの態様では、ＰＰＤＵはパケットと呼ばれる。
【００４０】
　[0051]ワイヤレスデバイス２０２は、いくつかの態様ではユーザインターフェース２２
２をさらに含むことができる。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロ
フォン、スピーカー、および／またはディスプレイを含むことができる。ユーザインター
フェース２２２は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝達し、および／または
ユーザからの入力を受信する、任意の要素または構成要素を含むことができる。
【００４１】
　[0052]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス２０２はさらに、高効率ワイヤレス（
ＨＥＷ）プロセッサ２２４を備え得る。本明細書で説明するように、ＨＥＷプロセッサ２
２４は、ＡＰおよび／またはＳＴＡが、パケットを低レート（ＬＲ）モードで生成もしく
は符号化し、またはレガシーＳＴＡによる干渉からのＬＲ送信の保護を増すことを可能に
し得る。様々な実施形態では、ＨＥＷプロセッサ２２４は、本明細書で説明する任意の方
法またはその一部分を実装するように構成され得る。図示されるように、アンテナ２１６
は、本明細書に記載されるＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造のうちのいずれかをもつパケットを
送信するのに使われてよく、たとえばパケット４００および４０１は、ＨＥ－ＳＩＧＢ符
号化構造７００、８００、または９００（後でさらに詳しく記載される）を備えるできる
。いくつかの態様では、パケットフォーマットを決定または送信することは、ワイヤレス
媒体の効率的な使用を可能にし、オーバーヘッドを低減することができる。
【００４２】
　[0053]ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素は、バスシステム２２６によって互
いに結合され得る。バスシステム２２６は、データバス、ならびに、たとえば電力バス、
制御信号バス、および状況信号バスを、データバスに加えて含み得る。ワイヤレスデバイ
ス２０２の構成要素は、何らかの他の機構を使って、互いに結合され、または互いへの入
力を受容し、もしくは与え得ることが、当業者には諒解できよう。
【００４３】
　[0054]図２には、いくつかの別個の構成要素が示されているが、構成要素のうちの１つ
または複数が組み合わせられるか、または共通に実装され得ることを、当業者は認識でき
よう。たとえば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上記で説明した機能性
を実装するためだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上記
で説明した機能性を実装するためにも使われ得る。さらに、図２に示された構成要素の各
々は、複数の別個の要素を使って実装され得る。
【００４４】
　[0055]上記で説明されたように、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４またはＳＴ
Ａ１０６Ａ～１０６Ｄのうちの１つを含むことができ、通信を送信および／または受信す
るために使われ得る。ワイヤレスネットワークにおけるデバイス間で交換される通信は、
パケットまたはフレームを含むことができるデータユニットを含むことができる。いくつ
かの態様では、データユニットは、データフレーム、制御フレーム、および／または管理
フレームを含むことができる。データフレームは、ＡＰおよび／またはＳＴＡから他のＡ
Ｐおよび／またはＳＴＡにデータを送信するために使われ得る。制御フレームは、様々な
動作を実施するために、およびデータを確実に配信するために、データフレームとともに
使われ得る（たとえば、データの受信を肯定応答すること、ＡＰのポーリング、エリアク
リアリング動作、チャネル取得、キャリア検知維持機能など）。管理フレームは、様々な
監視機能に（たとえば、ワイヤレスネットワークに接続し、そこから離脱するためなどに
）使われ得る。
【００４５】
　[0056]図３は、ＩＥＥＥ８０２．１１ファミリーにマルチユーザＭＩＭＯ機能性を追加
した、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ規格のための物理レイヤパケット３００を示す。８０２
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．１１ａｃパケット３００は、レガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴＦ）
３２２と、ロングトレーニングフィールド（Ｌ－ＬＴＦ）３２４と、信号フィールド（Ｌ
－ＳＩＧ）フィールド３２６とを含み得る。ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ（など）デ
バイスとＩＥＥＥ８０２．１１ａｃデバイスの両方を含んでいるシステムに後方互換性を
与えるために、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ（および将来の８０２．１１）システムのため
のデータパケットは、それらが「レガシー」フィールドであることを示すためのプレフィ
ックスＬとともに、Ｌ－ＳＴＦ３２２、Ｌ－ＬＴＦ３２４、およびＬ－ＳＩＧ３２６とし
て知られる、これらの早期のシステムのＳＴＦフィールド、ＬＴＦフィールド、およびＳ
ＩＧフィールドも含む。ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇと動作するように構成されたレ
ガシーデバイスがそのようなパケットを受信するとき、そのレガシーデバイスは、通常の
１１／ｂ／ｇパケットとして、Ｌ－ＳＩＧフィールド３２６を受信および復号することが
できる。しかしながら、デバイスが追加のビットを復号し続けると、それらのビットは、
Ｌ－ＳＩＧフィールド８０６の後のデータパケットのフォーマットが１１／ｂ／ｇパケッ
トのフォーマットとは異なるので、正常に復号されないことがあり、このプロセス中にそ
のデバイスによって実施されるＣＲＣ検査は失敗することがある。
【００４６】
　[0057]パケット３００は、超高スループット（ＶＨＴ）信号－Ａ（ＳＩＧＡ）フィール
ド３５０も含む。いくつかの態様では、ＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド３５０は、長さにお
いて２つのＯＦＤＭシンボルを有する。ＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド３５０は、周波数帯
域幅モードに関する情報、単一ユーザの場合の変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）に
関する情報と、時空間ストリームの数（ＮＳＴＳ）に関する情報と、他の情報とを含み得
る。ＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド３５０はまた、「１」に設定された、いくつかの予約済
みビットを含んでいることがある。レガシーフィールドおよびＶＨＴ－ＳＩＧＡフィール
ド３５０は、利用可能な周波数帯域幅の各２０ＭＨｚ上で複製され得る。本明細書で説明
するように、複製は、いくつかの実装形態では、厳密なコピーを行うこと、または厳密な
コピーであることを意味するために構築され得るが、フィールドなどが複製されたとき、
いくつかの差が存在し得る。たとえば、他の実装形態は、いくつかの差を有するように、
フィールドを意図的に複製する場合がある。
【００４７】
　[0058]ＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド３５０の後に、８０２．１１ａｃパケットは、多入
力多出力（ＭＩＭＯ）送信における自動利得制御推定を改善するように構成されたＶＨＴ
－ＳＴＦを含んでいることがある。８０２．１１ａｃパケットの次の１～８つのフィール
ドはＶＨＴ－ＬＴＦであることがある。これらは、ＭＩＭＯチャネルを推定し、次いで、
受信信号を等化するために使用され得る。送られるＶＨＴ－ＬＴＦの数は、ユーザごとの
空間ストリームの数よりも大きいかまたはそれに等しいことがある。最終的に、データフ
ィールドの前のプリアンブル中の最後のフィールドはＶＨＴ－ＳＩＧ－Ｂ３５４である。
ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ｂ３５４はＢＰＳＫ変調され、パケット中の有用なデータの長さに関す
る情報を提供することができ、マルチユーザ（ＭＵ）ＭＩＭＯパケットの場合、ＭＣＳを
提供する。シングルユーザ（ＳＵ）の場合、このＭＣＳ情報は、代わりに、ＶＨＴ－ＳＩ
ＧＡフィールド３５０中に含まれ得る。ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ｂ３５４に続いて、データシン
ボル３２８が送信され得る。
【００４８】
　[0059]８０２．１１ａｃは様々な新しい特徴を８０２．１１ファミリーに導入し、１１
／ｇ／ｎデバイスとの後方互換性があったプリアンブル設計をもつデータパケットを含み
、また、１１ａｃの新しい特徴を実装するのに必要な情報を与えたが、多元接続のための
ＯＦＤＭＡトーン割振りのための構成情報は１１ａｃデータパケット設計によって与えら
れない。ＩＥＥＥ８０２．１１、またはＯＦＤＭサブキャリアを使用する他のワイヤレス
ネットワークプロトコルの何らかの将来のバージョンにおいて、そのような特徴を実装す
るために新しいプリアンブル構成が望まれる。
【００４９】
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　[0060]図４は、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド４６０を含む例示的な物理レイヤパケット４
００の図である。図４のパケット４００は、図３のパケット３００と同様であり、それか
ら適応され、簡潔のために、パケット３００と４００との間の違いのみがここで説明され
る。いくつかの態様では、図４は、例示的なＩＥＥＥ８０２．１１ａｘパケットのための
パケット構造を示す。いくつかの態様では、ＡＰ１０４またはＳＴＡ１０６は、図１のＡ
Ｐ　ＨＥＷ２２４もしくはＳＴＡ　ＨＥＷ２２４または図２のＨＥＷプロセッサ２２４を
使って、パケット４００を符号化し得る。パケット４００は、Ｌ－ＳＴＦ３２２と、Ｌ－
ＬＴＦ３２４と、Ｌ－ＳＩＧ３２６とを備え、これらは、まとめてレガシープリアンブル
４０１と呼ばれ得る。パケット４００は、反復Ｌ－ＳＩＧフィールド４４０と、ＨＥ－Ｓ
ＩＧＡフィールド４５０と、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド４６０とをさらに備える。ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１に特徴が追加されたので、追加の情報をＳＴＡに与えるために、データパ
ケット中のＳＩＧフィールドのフォーマットに対する変更が開発された。たとえば、ＨＥ
－ＳＩＧＢフィールド４６０中の情報は、パケット４００のデータ３２８の復号を円滑に
するための制御情報を含み得る。たとえば、受信側ＳＴＡがデータ３２８を復号すること
を可能にするためのＭＣＳ、コーディング、空間多重化などである。ＨＥ－ＳＩＧＢフィ
ールド４６０は、各スケジュールされたＳＴＡが、１つまたは複数の割り当てられたリソ
ースユニット（ＲＵ）中のデータを復号することができるように、リソース割振り情報も
提供し得る。いくつかの実施形態では、ＲＵは、個々の宛先ＳＴＡまたはデバイスに割り
振られるトーンの固有セットに対する別の用語である場合がある。
【００５０】
　[0061]当業者は、図示されたパケット４００が追加フィールドを含むことができること
、フィールドが並べ替えられ、除去され、および／またはサイズ変更され得ること、なら
びにフィールドの内容が変更され得ることを諒解されよう。たとえば、様々な実施形態に
おいて、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド４６０は、ＨＥ－ＳＴＦ、ＨＥ－ＬＴＦ、１つまたは
複数の追加ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド、１つまたは複数の反復フィールドなどのうちの１
つまたは複数をさらに含み得る。
【００５１】
　[0062]図示の実施形態では、パケット４００は、１ｘシンボル持続時間を使う。他の実
施形態では、４ｘシンボル持続時間は、たとえば、ＨＥ－ＳＩＧＢ４６０および／または
データ３２８の任意の部分など、パケット４００の少なくとも一部分のために使われ得る
。
【００５２】
　[0063]いくつかの態様では、ＨＥ－ＳＩＧＡフィールド４５０は、２つの１ｘシンボル
を占有し得る少なくとも２６ビットを備え得る。いくつかの実施形態では、ＨＥ－ＳＩＧ
Ａフィールドは、時間において、または周波数サブキャリア（トーン）において反復され
得る。いくつかの態様では、デバイスまたはプロセッサ（たとえば、図２のＨＥＷプロセ
ッサ２２４）が、ＨＥ－ＳＩＧＡフィールド４５０が反復されるところでこれらの２６個
のビットフィールドをＬＲで符号化する場合、ＨＥ－ＳＩＧＡフィールド４５０は、４つ
の１ｘシンボル（たとえば、最後のものは約１６μｓ）を占有し得る。ＬＲモード（たと
えば、ＭＣＳ１０）で動作するとき、１つの１ｘシンボルのみを占有し、したがって、反
復されると、ＬＲモードにおいて合計で２つの１ｘシンボルを占有するように、ＨＥ－Ｓ
ＩＧＡフィールド４５０中のビットの数を削減することが望ましい場合がある。
【００５３】
　[0064]いくつかの実施形態では、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド４６０は、２つの部分、す
なわち第１の部分と第２の部分とを備え得る。いくつかの態様では、第１の部分は、ＳＴ
ＡすべてについてのＲＵ割振り情報を、周波数帯域幅（ＢＷ）の対応する２０ＭＨｚチャ
ネル中に含み得る共通部分と呼ばれ得る。いくつかの態様では、第２の部分は、各ＳＴＡ
についてのユーザ別情報を含み得る専用部分と呼ばれ得る。いくつかの実施形態では、第
１の部分は、第２の部分とは別個に符号化され得る。他の態様では、第１の部分は、第２
の部分の一部または全部と一緒に符号化され得る。
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【００５４】
　[0065]いくつかの実施形態では、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド４６０符号化プロセスは、
２０ＭＨｚごとに行われ、１つまたは複数のバイナリ畳込み符号（ＢＣＣ）コードブロッ
クまたはコードワードを備える。各コードブロックは、ジョイント符号化されてよく、「
ｋ」個のユーザについてのユーザ別情報を含む。いくつかの態様では、異なるコードブロ
ックの間の境界は、ＯＦＤＭシンボル境界と必ずしも整合しない場合がある。ＨＥ－ＳＩ
ＧＢフィールド４６０符号化構造は、図５Ａおよび図５Ｂに示す以下の２つの選択肢のう
ちの１つに基づき得る。
【００５５】
　[0066]図５Ａは、例示的なＨＥ－ＳＩＧＢフィールド５００符号化構造の図である。い
くつかの態様では、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド５００は、図４のＨＥ－ＳＩＧＢフィール
ド４６０の例示的な符号化構造を備え得る。示されるように、共通部分または共通ブロッ
ク５０１は、それ自体のＢＣＣコードブロックにおいて別個に符号化され、専用部分５１
０は、すべての「ｋ」個のユーザ用の１つまたは複数のＢＣＣコードブロックにおいて別
個に符号化される。図５Ａにおいて、コードブロック５１５は、２つのユーザについての
情報を符号化するための、ユーザブロック５１１と、ユーザブロック５１２と、ＣＲＣ／
末尾部分５１３とを備える。コードブロック５３０は、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド５００
中の最終コードブロックを表し、ユーザブロック５３１とＣＲＣ／末尾部分５３２とを備
える。いくつかの態様では、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド５００中の最終コードブロックは
、前のコードブロックに含まれていた「ｋ」個未満のユーザブロックを含み得る。図５Ａ
は、「ｋ」の値が２つのユーザに等しい例を示すが、２よりも大きいか、またはそれより
も小さい他の値も可能である。
【００５６】
　[0067]図５Ｂは、例示的なＨＥ－ＳＩＧＢフィールド５５０符号化構造の図である。い
くつかの態様では、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド５５０は、図４のＨＥ－ＳＩＧＢフィール
ド４６０の例示的な符号化構造を備え得る。示されるように、共通部分または共通ブロッ
ク５０１は、ＢＣＣコードブロック５６０中のユーザブロック５６１、５６２、およびＣ
ＲＣ／末尾部分５６３と一緒に符号化される。専用部分５１０の残りの部分は、すべての
「ｋ」個のユーザ用の１つまたは複数のＢＣＣコードブロックにおいて符号化される。図
５Ｂにおいて、コードブロック５７０は、２つのユーザについての情報を符号化するため
の、ユーザブロック５７１と、ユーザブロック５７２と、ＣＲＣ／末尾部分５７３とを備
える。コードブロック５８０は、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド５５０中の最終コードブロッ
クを表し、ユーザブロック５８１とＣＲＣ／末尾部分５８２とを備える。いくつかの態様
では、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド５５０中の最終コードブロックは、前のコードブロック
に含まれていた「ｋ」個未満のユーザブロックを含み得る。これらの実施形態では、最終
コードブロックは、最終コードブロックの持続時間が他のコードブロックと同じになるよ
うに、追加パディングビットを含むパディングフィールド（たとえば、以下で論じられる
図７のパディングフィールド７３２、７８２）も備え得る。これらの追加パディングビッ
トは、送信機によっても符号化されるように、ＣＲＣ／末尾部分に先行して配置され得る
。追加パディングビットは、送信機における符号化プロセスの後で追加されるように、Ｃ
ＲＣ／末尾部分の後に置かれてもよい。共通部分５０１中の情報に基づいて、受信側ＳＴ
Ａは、共通部分５０１から、ユーザの実際の数を知っているので、パディングビットを破
棄してよい。いくつかの実施形態では、最終コードブロックは「ｋ」個のユーザブロック
を含んでよく、パディングは必要ない場合がある。図５Ｂは、「ｋ」の値が２つのユーザ
に等しい例を示すが、２よりも大きいか、またはそれよりも小さい他の値も可能である。
【００５７】
　[0068]いくつかの実施形態では、ＢＷ≧４０ＭＨｚのためのＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造
（たとえば、５００または５５０）は、各ＳＴＡが、異なる内容（以下では、１／２と記
される）を運ぶちょうど２つの２０ＭＨｚを復号することを要求する。たとえば、第１の
２０ＭＨｚは、対応する２０ＭＨｚデータ部分（たとえば、図３および図４のデータ部分
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３２８）についてのＳＴＡ向けのリソース割振りとユーザ別情報とを運んでよく、第２の
２０ＭＨｚは、対応する２０ＭＨｚデータ部分についてのスケジューリング情報を含んで
よい。したがって、ＨＥ－ＳＩＧＢを受信した各ＳＴＡは、そのＲＵ割振りを決定するた
めに、両方の２０ＭＨｚチャネル（たとえば、第１の［１次］２０ＭＨｚおよび第２の［
２次］２０ＭＨｚ）を復号する必要があり得る。
【００５８】
　[0069]より大きいＰＰＤＵ周波数ＢＷ（たとえば、８０または１６０ＭＨｚ）の場合、
各４０ＭＨｚは複製され、各ＳＴＡが、ＨＥ－ＳＩＧＢ内容をすべて取得するために、２
つの２０ＭＨｚチャネルを復号することが望ましい場合がある。１つおきの２０ＭＨｚチ
ャネル（１、３、５、７および２、４、６、８）についての共通および専用内容は、一緒
にシグナリングされ得る。たとえば、図６は、８０ＭＨｚを超える周波数ＢＷ用の例示的
なＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造６００を示す。示されるように、２０ＭＨｚチャネル６０３
はチャネル６０１の複製であり、２０ＭＨｚチャネル６０４はチャネル６０２の複製であ
る。いくつかの態様では、チャネル６０１または６０３のいずれかの中に割り振られるＳ
ＴＡは、一緒にシグナリングされる。同様に、チャネル６０２または６０４のいずれかの
中に割り振られるＳＴＡは、一緒にシグナリングされ得る。
【００５９】
　[0070]図５Ａおよび図５Ｂに示したように、いくつかの態様では、複数のＢＣＣコード
ブロックサイズが必要とされ得る。共通部分５０１および専用部分５１０が異なるコード
ブロックサイズを有し得るので、異なるサイズが必要とされ得る。いくつかの態様では、
共通部分５０１および専用部分５１０は、異なる量の情報を有し、そのような情報を運ぶ
のに、異なるサイズのコードブロックを要求し得る。さらに、いくつかの実施形態では、
ＰＰＤＵ周波数ＢＷが増大すると、共通部分５０１の内容が増大する。たとえば、８０Ｍ
Ｈｚ周波数ＢＷ用に、共通部分は、上述したように、２０ＭＨｚチャネル（たとえば、図
６のチャネル６０１）および複製された２０ＭＨｚチャネル（たとえば、図６のチャネル
６０３）についてのリソース割振り情報を含むことを要求され得る。したがって、共通部
分５０１中の情報の量は、２０ＭＨｚまたは４０ＭＨｚ周波数ＢＷよりも、８０ＭＨｚ周
波数ＢＷにおいて大きいが、それは、それらの周波数ＢＷが複製を要求しないからである
。さらに、いくつかの態様では、共通部分５０１サイズは、シングルユーザ（ＳＵ）ＯＦ
ＤＭＡおよびＭＵ－ＭＩＭＯ割振り用に異なってもよい。たとえば、ＭＵ－ＭＩＭＯ割振
りは、各ＳＴＡについてのＲＵ割振り情報ならびに各割振りに割り当てられたユーザの数
を要求する場合があり、したがって、そのような情報を含むために、ＳＵ　ＯＤＦＭＡ割
振りよりも大きい共通部分サイズを有し得る。
【００６０】
　[0071]さらに、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド中の最終コードブロック（たとえば、コード
ブロック５３０または５８０）は、前のコードブロックとは異なるサイズを有し得る。た
とえば、図５Ａおよび図５Ｂに示すように、最終コードブロック５３０および５８０はた
だ１つのユーザコードブロックを含み、前のコードブロックは２つのユーザコードブロッ
クを含むが、最終コードブロック用の他のサイズも可能である。
【００６１】
　[0072]異なるサイズのコードブロック、および上で論じたＨＥ－ＳＩＧＢ符号化に関す
る他の問題は、復号を円滑にするとともにパケットエラーレート（ＰＥＲ）を低減するＨ
Ｅ－ＳＩＧＢ符号化構造を指定することによって対処され得る。いくつかの実施形態では
、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールドの共通および専用部分を分離することが有益であり得る。い
くつかの態様では、すべてのチャネル用の共通部分（たとえば、共通部分５０１）は、同
じコードブロックにおいて一緒に符号化され、すべてのチャネル用の専用部分（たとえば
、専用部分５１０）は、複数のコードブロックにグループ化される。
【００６２】
　[0073]図７は、８０ＭＨｚ周波数ＢＷを介して複数のユーザにデータを送信するための
第１の例示的なＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造７００の図である。いくつかの態様では、ＨＥ
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－ＳＩＧＢ符号化構造７００は、図４のＨＥ－ＳＩＧＢフィールド４６０の例示的な符号
化構造を備え得る。ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造７００は、８０ＭＨｚ周波数ＢＷの第２お
よび第４の２０ＭＨｚチャネルを介して送信される２０ＭＨｚチャネル７０１と、８０Ｍ
Ｈｚ周波数ＢＷの第１および第３の２０ＭＨｚチャネルを介して送信される２０ＭＨｚチ
ャネル７５１とを備える。ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造７００は、チャネル７０１用に、共
通部分７０２と、専用部分７２０と、最終コードブロック７３０とをさらに備える。専用
部分７２０は、３つのユーザ（ＳＴＡ）用の専用内容７１１およびＣＲＣ／末尾部分と、
次の３つのユーザ用の専用内容７１２およびＣＲＣ／末尾部分とを備える。いくつかの態
様では、専用内容７１１および７１２は、ユーザの各々向けのユーザブロック（たとえば
、図５Ａのユーザブロック５１１、５１２）を、それぞれの専用内容ブロック中に備え得
る。最終コードブロック７３０は、専用内容７３１とパディング情報７３２とを備え得る
。いくつかの態様では、専用内容７３１は、ユーザの各々用のユーザブロックを、専用内
容７３１ブロック中に備え得る。たとえば、コードブロック７３０中の専用内容７３１は
、１つ、２つ、または３つのユーザ用のユーザブロックを備え得る。
【００６３】
　[0074]ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造７００は、同様に、チャネル７５１用に、共通部分７
５２と、専用部分７６０と、最終コードブロック７８０とを備える。専用部分７６０は、
３つのユーザ（ＳＴＡ）用の専用内容７６１およびＣＲＣ／末尾部分と、次の３つのユー
ザ用の専用内容７６２およびＣＲＣ／末尾部分とを備える。いくつかの態様では、専用内
容７１１および７１２は、ユーザの各々向けのユーザブロック（たとえば、図５Ａのユー
ザブロック５１１、５１２）を、それぞれの専用内容ブロック中に備え得る。最終コード
ブロック７８０は、専用内容７８１とパディング情報７８２とを備え得る。いくつかの態
様では、専用内容７８１は、ユーザの各々用のユーザブロックを、専用内容７８１ブロッ
ク中に備え得る。たとえば、コードブロック７８０中の専用内容７８１は、１つ、２つ、
または３つのユーザ用のユーザブロックを備え得る。
【００６４】
　[0075]いくつかの態様では、共通部分７０２および７５２のサイズは、各２０ＭＨｚに
ついて同じである。ただし、いくつかの実施形態では、このサイズは、ＰＰＤＵ周波数Ｂ
Ｗサイズに基づいて異なり得る。いくつかの態様では、ＰＰＤＵ周波数ＢＷサイズは、Ｓ
ＩＧＡフィールド（たとえば、ＨＥ－ＳＩＧＡフィールド４５０）中で示され得る。いく
つかの態様では、ＳＵ　ＯＦＤＭＡおよびＭＵ－ＭＩＭＯ用の共通部分は異なる場合があ
り、これは、受信側ＳＴＡに対して復号問題を引き起こし得る。いくつかの実施形態では
、共通部分（たとえば、７０２および７５２）サイズが両方に対して確実に同じになるよ
うにすることが可能であり得る。ただし、共通部分と専用部分とを含むコードブロックは
、専用部分中の情報に基づいて異なるサイズを有し得る。
【００６５】
　[0076]以下のテーブル１は、各ＰＰＤＵ周波数ＢＷ用の共通部分中の例示的なビット数
を示す。上述したように、周波数ＢＷが増大すると、共通部分のサイズは増大する（たと
えば、８または１１ビットから、３２または４４ビットへ）。
【００６６】
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【００６７】
　[0077]いくつかの実施形態では、各ユーザ用の専用部分（たとえば、図５Ａおよび図５
Ｂのユーザブロック５１１、５１２、５６１、５６２など）は、約１９ビットを要求する
。この可能ビット割振りは、ＳＵ　ＯＦＤＭＡおよびＭＵ－ＭＩＭＯ割振りの両方にあて
はまり得る。いくつかの態様では、ＳＵ　ＯＦＤＭＡおよびＭＵ－ＭＩＭＯ用の各ビット
の解釈または定義は異なり得る。
【００６８】
　[0078]たとえば、以下のテーブル２は、ＯＦＤＭ実施形態のための、専用部分中でのビ
ットの例示的な割振りを示す。専用部分中の情報は、データの予定受信側を識別するため
の局（ＳＴＡ）識別子（ＩＤ）フィールドを含み得る。さらに、専用部分は、データの空
間多重化および変調に関する情報も含み得る。たとえば、ＭＣＳ、コーディング、空間ス
トリームの数（Ｎｓｓ）、時空間ブロックコーディング（ＳＴＢＣ）が使われるかどうか
、および送信ビームフォーミング（ＴｘＢＦ）が使われるかどうかである。以下のテーブ
ル２は、ＳＴＡ　ＩＤと空間多重化および変調情報の両方についての、合計で１９になる
値を示すための例示的なビット割振りを示す。
【００６９】
【表２】

【００７０】
　[0079]各そのユーザ向けのリソース割振り計画は、共通部分中で定義され得る。ユーザ
別内容の順序付けは、ＲＵ割振りをユーザ（ＳＴＡ）にマップすることによって示され得
る。たとえば、割振り計画の順序は、専用部分中の、ユーザの復号順序と同じであり得る
。以下のテーブル３は、共通部分中に含まれる例示的な割振り計画と、その割振り計画に
とって可能な割振りの数とを示す。割振りは、各ユーザに割り振られるトーンの数を示す
。専用部分を復号するＳＴＡは、専用部分中の情報が、それらのＳＴＡに向けられている
かどうか決定するのに、割振り計画を使うことができる。たとえば、専用内容７１１を復
号するＳＴＡは、専用内容７１１中のＳＴＡ　ＩＤがそれ自体のＳＴＡ　ＩＤと一致する
ことに気づくことができ、次いで、割振り計画から、ＳＴＡに割り振られる特定の内容を
決定すればよい。
【００７１】
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【表３】

【００７２】
　[0080]以下のテーブル４は、ＭＵ　ＭＩＭＯ実施形態のための、専用部分中でのビット
の例示的な割振りを示す。ＯＦＤＭ実施形態でのように、専用部分中の情報は、データの
予定受信側を識別するためのＳＴＡ　ＩＤフィールドを含み得る。さらに、専用部分は、
空間ストリームの数（Ｎｓｓ）、ストリームがどこで始まり、終わるかを示すためのスト
リームインデックス、ならびにデータの空間多重化および変調に関する情報も含み得る。
示されるように、ＭＵ－ＭＩＭＯ実装形態は、ＯＦＤＭＡと同じ数のユーザ別ビット、す
なわち１９を使う。いくつかの態様では、グループ識別子（ＧＩＤ）も、ＭＵ－ＭＩＭＯ
割振り用に使われてよく、共通部分中で示され得る。
【００７３】
【表４】

【００７４】
　[0081]以下のテーブル５は、異なるＰＰＤＵ周波数ＢＷ用の例示的な共通部分サイズを
示す。例示的な共通部分サイズは、ＳＵ　ＯＦＤＭＡおよびＭＵ－ＭＩＭＯ実施形態の両
方にあてはまり得る。上述したように、最終コードブロック（たとえば、コードブロック
７３０）は、シンボルまたは他の境界に合致するための追加パディング（たとえば、パデ
ィング７３２、７８２）とともに１～３つのユーザを含み得る。いくつかの実施形態では
、追加パディングは、特定のコードブロックサイズ（たとえば、前のコードブロックのコ
ードブロックサイズ）に整合するための追加ビットを備え得る。他の実施形態では、追加



(20) JP 2018-532285 A 2018.11.1

10

20

30

40

50

パディングは、前のコードブロックのコードブロックサイズにかかわらず、コードブロッ
クサイズを、ＯＦＤＭシンボル境界と整合するための追加ビットを備え得る。８０および
１６０ＭＨｚの場合、共通ビットは、共通部分の増大したサイズを与えられると、別個の
コードブロック中で符号化され得る。
【００７５】
【表５】

【００７６】
　[0082]いくつかの実施形態では、ＨＥ－ＳＩＧＢ専用部分（たとえば、専用部分７２０
）中のＳＴＡ　ＩＤフィールドの長さは、基本サービスセット（ＢＳＳ）に関連付けられ
たアクティブユーザの数に基づいて変えられ得る。たとえば、３０個のユーザがアクティ
ブである場合、それらのユーザは、テーブル２および４に示すように、完全な９～１１ビ
ットではなく、５ビットで対処され得る。ユーザごとのＳＴＡ　ＩＤビットの数が９より
も小さい場合、３つより多いユーザが、単一のコードブロック中に含められ得る。ユーザ
ごとの専用ビットの数は減少するので、たとえば、ＳＴＡ　ＩＤ用に４ビットが使われた
場合、ユーザごとの専用ビットの数は、１０＋４＝１４ビットに等しくなる。いくつかの
態様では、コードブロック中に含まれるビットの数が（４＊１４）＋１０＝６６ビットに
等しくなるように、４つのユーザが、１つのコードブロック中に含められ得る。たとえば
、図７を参照すると、ＳＴＡ　ＩＤフィールド用に使われるビットの数が削減された場合
、専用内容７１１、７１２、７６１、および／または７６２は、示される３つのユーザで
はなく、３つより多いユーザ（たとえば、４つのユーザ）用のユーザブロックを含むこと
が可能であり得る。したがって、専用部分用のコードブロックサイズは、ＳＴＡ　ＩＤ用
に割り振られるビットの数に基づいて変わり得る。いくつかの態様では、ＳＴＡ　ＩＤ用
のビットの数は、動的に割り振られ得る。
【００７７】
　[0083]第２のＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造において、各２０ＭＨｚチャネル用の共通およ
び専用部分は、シーケンシャル構造で一緒にグループ化され得る。グループ化された部分
は、特定の２０ＭＨｚチャネル用の周波数ブロックを作成し得る。図８は、周波数ブロッ
クを使う、第２の例示的なＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造８００の図である。いくつかの態様
では、ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造８００は、図４のＨＥ－ＳＩＧＢフィールド４６０の例
示的な符号化構造を備え得る。ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造８００は、８０ＭＨｚ周波数Ｂ
Ｗの第２および第４の２０ＭＨｚチャネルを介して送信される２０ＭＨｚチャネル８０１
と、８０ＭＨｚ周波数ＢＷの第１および第３の２０ＭＨｚチャネルを介して送信される２
０ＭＨｚチャネル８５１とを備える。ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造８００は、第２の２０Ｍ
Ｈｚチャネル用の共通部分８０２と、第２の２０ＭＨｚチャネル用の専用部分８１１と、
第２の２０ＭＨｚチャネル用の最終コードブロック８１２とを含む周波数ブロック８１０
をさらに備える。ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造８００は、第４の２０ＭＨｚチャネル用の共
通部分８２１と、第４の２０ＭＨｚチャネル用の専用部分８２２と、第４の２０ＭＨｚチ
ャネル用の最終コードブロック８２３と、任意選択の追加パディング８２４とを含む周波
数ブロック８２０をさらに備える。示されるように、共通部分８０２は、共通部分に、２
つのユーザ用の専用内容を加えたものを備える。専用部分８１１は、３つのユーザ（ＳＴ
Ａ）用の専用内容とＣＲＣ／末尾部分とを備え、専用部分８１２は、３つのユーザに対す
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る最後のものについての専用内容を周波数ブロック中に備える。いくつかの態様では、専
用部分８１１および８１２（ならびに共通部分８０２に含まれる専用内容）は、ユーザの
各々用のユーザブロック（たとえば、図５Ａのユーザブロック５１１、５１２）を、それ
ぞれの専用内容ブロック中に備え得る。同様に、第４の２０ＭＨｚチャネル用の共通部分
８２１は、共通部分と、それに加えて、２つのユーザ用の専用内容とを含む。専用部分８
２２は、３つのユーザ（ＳＴＡ）用の専用内容とＣＲＣ／末尾部分とを備え、専用部分８
２３は、３つのユーザに対する最後のものについての専用内容を周波数ブロック中に備え
る。パディング８２４は、最終コードブロックサイズを、前のコードブロック、周波数ブ
ロックと、またはＯＦＤＭシンボル境界とのいずれかと整合させるために、図７のパディ
ング７３２および７８２と同様の追加ビットを備える。いくつかの態様では、専用部分８
２２および８２３（ならびに共通部分８２１に含まれる専用内容）は、ユーザの各々用の
ユーザブロック（たとえば、図５Ａのユーザブロック５１１、５１２）を、それぞれの専
用内容ブロック中に備え得る。
【００７８】
　[0084]ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造８００は同様に、チャネル８５１用の、共通部分８５
２と、専用部分８６１と、最終コードブロック８６２とを含む、第１の２０ＭＨｚチャネ
ル用の周波数ブロック８６０を備える。ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造８００は、チャネル８
５１用の、共通部分８８１と、専用部分８８２と、最終コードブロック８８３と、追加パ
ディング８８４とを含む、第３の２０ＭＨｚチャネル用の周波数ブロック８８０をさらに
備える。いくつかの態様では、専用部分８６１、８６２、８８２、８８３、ならびに共通
部分８５２および８８１中の専用内容は、ユーザの各々用のユーザブロック（たとえば、
図５Ａのユーザブロック５１１、５１２）を、それぞれの専用内容ブロック中に備え得る
。いくつかの実施形態では、共通部分８０２、８２１、８５２、および図８８１［共通部
分＋２つのユーザ］のサイズは、各周波数ブロックに対して同じであり、別個に符号化さ
れる。いくつかの態様では、周波数ブロックの数は、ＳＩＧＡフィールド（たとえば、図
４のＨＥ－ＳＩＧＡフィールド４５０）中の周波数ＢＷ指示によって決定され得る。いく
つかの実施形態では、共通および専用部分がＯＦＤＭＡおよびＭＵ－ＭＩＭＯ割振りに対
して同じサイズを確実に有するようにすることが可能であり得る。周波数ブロック境界は
、対応する共通部分によって示され得る。したがって、各共通部分は、専用部分の前に、
最初に復号される必要があり得る。たとえば、共通部分８０２は、共通部分と、２つのユ
ーザ用の専用部分とを備える。共通部分は、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールドを復号するＳＴＡ
が、現在の周波数ブロック８１０の最後と、次の周波数ブロック８２０の最初とを決定す
ることができるように、専用部分またはユーザがどのようにあるかについての情報を含む
。いくつかの態様では、周波数ブロック内には、３つの可能なコードブロックサイズがあ
り得る。たとえば、共通部分、専用部分および／または最終コードブロックを含むコード
ブロックである。
【００７９】
　[0085]第３のＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造では、周波数ＢＷ用の各複製されていない２０
ＭＨｚ部分中で、すべてのチャネル用の共通および専用部分は、各共通およびユーザ別情
報に適用されるＣＲＣと、単一のコードブロックを形成するようにジョイント符号化され
得る。図９は、単一のコードブロックを使う、第３の例示的なＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造
９００の図である。いくつかの態様では、ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造９００は、図４のＨ
Ｅ－ＳＩＧＢフィールド４６０の例示的な符号化構造を備え得る。ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化
構造９００は、８０ＭＨｚ周波数ＢＷの第２の２０ＭＨｚチャネルを介して送信される２
０ＭＨｚチャネル９０１と、８０ＭＨｚ周波数ＢＷの第１の２０ＭＨｚチャネルを介して
送信される２０ＭＨｚチャネル９５１とを備える。ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造９００は、
第２の２０ＭＨｚチャネル用の共通部分９０２と第２の２０ＭＨｚチャネル用の専用部分
９２０とをさらに備える。専用部分９２０は、各ユーザ（ＳＴＡ）用のユーザブロック９
１０と、各ユーザブロック９１０用の対応するＣＲＣ９１５とを備える。示されるように
、「Ｎ」個のユーザ用の専用部分９２０は、ユーザブロック９１０ａ、９１０ｂ、最高９
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１０ｎまでと、対応するＣＲＣ９１５ａ、９１５ｂ～９１５ｎとを備える。同様に、ＨＥ
－ＳＩＧＢ符号化構造９００は、第１の２０ＭＨｚチャネル用の共通部分９５２と第１の
２０ＭＨｚチャネル用の専用部分９８０とをさらに備える。専用部分９８０は、各ユーザ
（ＳＴＡ）用のユーザブロック９７０と、各ユーザブロック９７０用の対応するＣＲＣ９
７５とを備える。示されるように、「Ｎ」個のユーザ用の専用部分９８０は、ユーザブロ
ック９７０ａ、９７０ｂ、最高９７０ｎまでと、対応するＣＲＣ９７５ａ、９７５ｂ～９
７５ｎとを備える。いくつかの実施形態では、ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造９００は、共通
部分９０２および９５２の後であるとともにユーザブロック９１０ａおよび９７０ａの前
である追加ＣＲＣフィールドも備え得る。
【００８０】
　[0086]復号した後、受信側ＳＴＡは、共通部分９０２および９５２と専用部分９２０お
よび９８０とを解析し、各ＳＴＡ用のＣＲＣを調べる。各ユーザブロック９１０用の個々
のＣＲＣおよびは、各ユーザ向けのＨＥ－ＳＩＧＢ性能が以前のソリューションに匹敵す
ることを保証するのを助け得る。いくつかの実施形態では、ＯＦＤＭシンボルの数が最大
で１６であり得るので、追加ハードウェアが、より多くの状態をバッファリングすること
を必要とされるできる。
【００８１】
　[0087]いくつかの実施形態では、単一コードブロックＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造は、本
明細書で説明した実施形態のうちのいずれとも組み合わせて使われ得る。たとえば、単一
コードブロック符号化構造は、図８のＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造８００などのシーケンシ
ャルＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造と組み合わせて使われ得る。本実施形態では、図９のパデ
ィング９１９の後、２０ＭＨｚチャネル９０１上の別個のコードブロックが、例示的な８
０ＭＨｚチャネルの第４の２０ＭＨｚチャネル用に符号化され得る（たとえば、図８の周
波数ブロック８１０および８２０のシーケンシャル構造と同様）。
【００８２】
　[0088]第１および第３の２０ＭＨｚチャネルの共通部分は一緒に組み合わされてもよく
、第１および第３の２０ＭＨｚチャネルの専用部分は、上述したように一緒に組み合わさ
れてよい。この場合、共通部分９０２または９５２の後のＣＲＣは、ＰＰＤＵ周波数ＢＷ
に依存して異なり得る。他の実施形態では、２０ＭＨｚチャネルすべて（たとえば、図６
の８０ＭＨｚ周波数ＢＷ中の２０ＭＨｚチャネル６０１～６０４）の共通部分すべてが、
一緒に符号化され得る。さらに、いくつかの態様では、２０ＭＨｚチャネルすべて（たと
えば、図６の８０ＭＨｚ周波数ＢＷ中の２０ＭＨｚチャネル６０１～６０４）の専用部分
／内容すべてが、一緒に符号化され得る。これらの実施形態では、共通部分サイズが周波
数ＢＷに基づいて変わらないので、第１のＣＲＣのロケーションは、周波数ＢＷに基づい
て異なるものにならない。
【００８３】
　[0089]いくつかの実施形態では、１つまたは複数のチャネルが、ＳＴＡが復号すること
も１つまたは複数のチャネルを介して送信することもできないような大量の干渉を受ける
場合がある。図１０は、８０ＭＨｚ周波数帯域幅の１つの２０ＭＨｚチャネルが過度の干
渉または干渉レベルを有し、通信が可能でない、異なるシナリオの図１０００である。８
０ＭＨｚチャネルは、１次、２次、第３および第４の２０ＭＨｚチャネルを備える。シナ
リオ１において図１０に示すように、２次２０ＭＨｚチャネルは通信が可能でない。シナ
リオ２において、第３の２０ＭＨｚチャネルは通信が可能でない。シナリオ３において、
第４の２０ＭＨｚチャネルは通信が可能でない。追加シナリオも可能である。たとえば、
複数のチャネルが、通信が不可能な場合がある（すなわち、破壊されている）。
【００８４】
　[0090]１次４０ＭＨｚチャネルは、ＰＰＤＵ周波数ＢＷ全体用のＨＥ－ＳＩＧＢフィー
ルドを復号するのに使うことができないので、シナリオ１の実施形態は、ＨＥ－ＳＩＧＢ
へのより高い影響を有し得る。他の２０Ｍｈｚチャネル（たとえば、第３および第４）を
破壊すると、それらのチャネルにおいてＨＥ－ＳＩＧＢ内容が削減されるので、より小さ
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い影響が出る。たとえば、より小さい数のチャネルについての情報が、ＳＴＡによって処
理される必要があり得る。
【００８５】
　[0091]いくつかの実施形態では、第２の２０ＭＨｚチャネルを破壊することは禁止され
得る。第３および第４の２０ＭＨｚ帯域のみを破壊することが許可され得る。いくつかの
態様では、２次２０ＭＨｚチャネルにおいて過度の干渉または干渉レベルがある場合、Ｐ
ＰＤＵ周波数ＢＷは、１次２０ＭＨｚチャネルまで削減される
　[0092]他の実施形態では、受信機ＳＴＡは、別個の２０ＭＨｚチャネル中にあって、必
ずしも１次２０ＭＨｚを含む４０ＭＨｚ中にはないＨＥ－ＳＩＧＢを復号する。どのチャ
ネルが復号されるべきであるかは、様々なやり方で示され得る。たとえば、チャネルボン
ディングが、ＳＩＧＡフィールド（たとえば、図４のＨＥ－ＳＩＧＡ４５０）中でシグナ
リングされ得る。他の態様では、ＳＩＧＡフィールドの前に復号された初期ビットが、２
次２０ＭＨｚそれとも第４の２０ＭＨｚが復号されるべきであるかを示し得る。さらに、
ＰＰＤＵ周波数ＢＷにおけるユーザの数は、この場合、制限されない。たとえば、ＭＣＳ
０レートでの１６個のユーザが、各８０ＭＨｚ用にサポートされ得る。
【００８６】
　[0093]他の実施形態では、チャネルボンディングに対処するために、受信側ＳＴＡが１
次４０Ｍｈｚのみを復号するように、ＨＥ－ＳＩＧＢ構造を修正することが可能であり得
る。たとえば、第２の２０ＭＨｚが破壊されると、情報はすべて、１次２０ＭＨｚチャネ
ル中で送信され得る。いくつかの態様では、全データを、１次チャネルを介して送信する
と、ＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造に影響し得る。たとえば、第１のＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構
造７００において、共通部分のサイズは変更される場合があり、コードブロックの数は増
大し得る。第２のＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造８００において、共通または専用部分のサイ
ズに対する変更はなくてよいが、ＳＴＡは、追加の２０ＭＨｚ周波数ブロックを復号する
必要があり得る。第３のＨＥ－ＳＩＧＢ符号化構造９００において、単一コードブロック
構造サイズは影響されなくてよい。本実施形態では、ＳＴＡは、チャネルボンディング指
示に基づいて内容を解析する必要がある。いくつかの態様では、ＳＩＧＢシンボルの総数
がＭＣＳ０レートにおいて１６に制限される場合、ユーザの数が制限され得る。
【００８７】
　[0094]いくつかの実施形態では、ＨＥ－ＳＩＧＢのＭＣＳは、異なるＭＣＳレートで送
信され得る。いくつかの態様では、２０ＭＨｚごとのＭＣＳが可能である（たとえば、２
０ＭＨｚチャネルのすべての共通および専用部分が同じＭＣＳを有する）。異なる２０Ｍ
Ｈｚチャネルは、異なるＭＣＳレートを有し得る。２０ＭＨｚチャネル用の特定のＭＣＳ
レートは、ＳＩＧＡフィールド中で示され得る。いくつかの態様では、ＳＩＧＡフィール
ド中のＭＣＳビットの数は、異なるＭＣＳレートを示すために倍にされる。
【００８８】
　[0095]いくつかの態様では、複数のＳＴＡに送られるブロードキャスト／マルチキャス
ト送信があり得る。いくつかの実施形態では、複数のユーザに宛てられた送信用の専用ま
たは共通ＳＴＡ　ＩＤを指定することが可能であり得る。意図されたユーザは、ＭＡＣヘ
ッダにより、送信がユーザを意図していることを見分けるか、または決定するであり得る
。たとえば、意図されたユーザ用のＳＴＡ　ＩＤがＭＡＣヘッダ中に配置されている場合
である。
【００８９】
　[0096]いくつかの態様では、ＲＵ割振りにおいてギャップが存在し得る。割り振られて
いないＲＵ用の専用ＳＴＡ　ＩＤを指定することが望ましい場合がある。いくつかの実施
形態では、ＲＵシグナリング中ですべての可能ギャップを構成すると、ＲＵ割振りテーブ
ルを大きくし、実装に適さないものにすることになる。ある代替では、ＳＴＡがギャップ
をスキップしてもよいギャップを識別するための別個のテーブルを有することが可能であ
り得る。このような代替は、ＲＵ割振りにおけるギャップの見込みによっては、より効率
的であり得る。
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【００９０】
　[0097]図１１は、図１のワイヤレス通信システム１００内で利用され得るワイヤレス通
信の例示的な方法のフローチャート１１００を示す。この方法は、図２に示されるワイヤ
レスデバイス２０２のような、本明細書で説明されるデバイスによって全体または一部が
実装され得る。本明細書では、図示された方法について、図１に関して上記で説明したワ
イヤレス通信システム１００、ならびに図４～図５に関して上記で説明したパケット４０
０および４０１に関して説明するが、図示された方法は、本明細書で説明する別のデバイ
ス、または（ＳＴＡ１０６および／もしくはＡＰ１０４などの）任意の他の好適なデバイ
スによって実装され得ることを、当業者は諒解されよう。本明細書では、図示された方法
について、特定の順序に関して説明するが、様々な実施形態では、本明細書のブロックは
異なる順序で実施されるか、または省略され得、さらなるブロックが追加され得る。
【００９１】
　[0098]最初に、ブロック１１０５において、ワイヤレスデバイスが、複数の受信デバイ
スへの送信用に、プリアンブルフィールドを備えるパケットを生成し、プリアンブルフィ
ールドは信号（ＳＩＧ）フィールドを備える。
【００９２】
　[0099]次に、ブロック１１１０において、ワイヤレスデバイスは、周波数帯域幅の各チ
ャネル用のＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化し、第１の部分は、すべての受
信デバイスについての情報を備える。
【００９３】
　[00100]次いで、ブロック１１１５において、ワイヤレスデバイスは、周波数帯域幅の
各チャネル用のＳＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化し、第２の部分は１つまた
は複数のコードブロックを備え、１つまたは複数のコードブロックは、複数の受信デバイ
スの各受信デバイスについての情報を含む。
【００９４】
　[00101]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信のための装置は、本明細書に記載す
るいくつかの実施形態に従って、方法５００の機能のうちの１つまたは複数を実施するこ
とができる。装置は、信号を受信するための手段のための手段を備え得る。いくつかの実
施形態において、受信するための手段は、受信機２１２、プロセッサ２０４、アンテナ２
１６、または減衰器２２０（図２）によって実装され得る。特定の選択において、受信す
るための手段は、ブロック５０５（図５）の機能を実施するように構成され得る。装置は
、受信信号に基づいて第１の減衰信号を生成するための手段を備え得る。いくつかの実施
形態において、第１の減衰信号を生成するための手段は、受信機２１２、プロセッサ２０
４、または減衰器２２０（図２）によって実装され得る。いくつかの実施形態において、
第１の減衰信号を生成するための手段は、ブロック５１０（図５）の機能を実施するよう
に構成され得る。
【００９５】
　[00102]装置は、複数の受信デバイスへの送信用に、プリアンブルフィールドを備える
パケットを生成するための手段をさらに備えることができ、プリアンブルフィールドは信
号（ＳＩＧ）フィールドを備える。いくつかの実施形態において、複数の受信デバイスへ
の送信用に生成するための手段は、送信機２１０、受信機２１２、プロセッサ２０４、Ｄ
ＳＰ２２０、および／またはＨＥＷプロセッサ２２４（図２）によって実装され得る。い
くつかの実施形態では、生成するための手段は、ブロック１１０５（図１１）の機能を実
施するように構成され得る。
【００９６】
　[00103]装置は、周波数帯域幅の各チャネル用のＳＩＧフィールドの第１の部分の内容
を符号化するための手段をさらに備えることができ、第１の部分は、すべての受信デバイ
スについての情報を備える。いくつかの実施形態において、ＳＩＧフィールドの第１の部
分の内容を符号化するための手段は、送信機２１０、受信機２１２、プロセッサ２０４、
ＤＳＰ２２０、および／またはＨＥＷプロセッサ２２４（図２）によって実装され得る。
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いくつかの実施形態では、ＳＩＧフィールドの第１の部分の内容を符号化するための手段
は、ブロック１１１０（図１１）の機能を実施するように構成され得る。
【００９７】
　[00104]装置は、周波数帯域幅の各チャネル用のＳＩＧフィールドの第２の部分の内容
を符号化するための手段をさらに備えることができ、第２の部分は１つまたは複数のコー
ドブロックを備える。いくつかの実施形態において、ＳＩＧフィールドの第２の部分の内
容を符号化するための手段は、送信機２１０、受信機２１２、プロセッサ２０４、ＤＳＰ
２２０、および／またはＨＥＷプロセッサ２２４（図２）によって実装され得る。いくつ
かの実施形態では、ＳＩＧフィールドの第２の部分の内容を符号化するための手段は、ブ
ロック１１１５（図１１）の機能を実施するように構成され得る。
【００９８】
　[00105]情報および信号は様々な異なる技術および技法のいずれかを使って表され得る
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁界もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによ
って表され得る。
【００９９】
　[00106]本明細書で使用されるインターフェースという用語は、２つ以上のデバイスを
一緒に接続するように構成されたハードウェアまたはソフトウェアを指すことができる。
たとえば、インターフェースは、プロセッサまたはバスの一部であり得、デバイス間での
情報またはデータの通信を可能にするように構成され得る。インターフェースは、チップ
または他のデバイスに統合され得る。たとえば、いくつかの実施形態では、インターフェ
ースは、あるデバイスからの情報または通信を別のデバイスにおいて受信するように構成
された受信機を備えることができる。（たとえば、プロセッサまたはバスの）インターフ
ェースは、フロントエンドデバイスもしくは別のデバイスによって処理される情報もしく
はデータを受信することができ、または受信された情報を処理することができる。いくつ
かの実施形態では、インターフェースは、情報またはデータを別のデバイスに送信または
通信するように構成された送信機を備えることができる。したがって、インターフェース
は、情報もしくはデータを送信することができ、または（たとえば、バスを介した）送信
のために出力する情報もしくはデータを準備することができる。
【０１００】
　[00107]本明細書で使用される「決定すること」という用語は、幅広い様々なアクショ
ンを包含する。たとえば、「決定すること」は、算出すること、計算すること、処理する
こと、導出すること、調査すること、探索すること（たとえば、テーブル、データベース
、または別のデータ構造の中で探索すること）、確認することなどを含み得る。また、「
決定すること」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスすること
（たとえば、メモリ中のデータにアクセスすること）などを含み得る。さらに、「決定す
ること」は、解決すること、選択すること、選ぶこと、確立することなどを含み得る。さ
らに、本明細書で使用される「チャネル幅」は、特定の態様では周波数帯域幅を包含し得
、または周波数帯域幅とも呼ばれることもある。
【０１０１】
　[00108]本明細書で使用される、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」に言及する
語句は、単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。例として、「ａ、
ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａと、ｂと、ｃと、ａ－ｂと、ａ－ｃと、ｂ
－ｃと、ａａと、ｂｂと、ｃｃと、ａ－ｂ－ｃとを包含することが意図されている。
【０１０２】
　[00109]上記で説明した方法の様々な動作は、様々なハードウェア構成要素および／も
しくはソフトウェア構成要素、回路、ならびに／またはモジュールなどの、その動作を実
施することが可能な任意の適切な手段によって実施され得る。一般に、図に示すどの動作
も、その動作を実施することが可能な対応する機能的手段によって実施され得る。
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【０１０３】
　[00110]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示された動作を実施するための
コンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム
製品は、本明細書で説明した動作を実施するために１つまたは複数のプロセッサによって
実行可能である命令をその上に記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読
媒体を備え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケージング
材料を含む場合がある。
【０１０４】
　[00111]本開示で説明された実装形態への様々な変更は当業者には容易に明らかになり
得、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他
の実装形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で示された実装形態に限定
されることを意図せず、本明細書で開示される特許請求の範囲、原理および新規の特徴に
一致する、最も広い範囲を与えられるべきである。「例示的」という単語は、本明細書で
はもっぱら「例、事例、または例示として機能すること」を意味するために使用される。
本明細書で「例示的」として説明されるいかなる実装形態も、必ずしも他の実装形態より
も好ましいか、または有利であると解釈されるべきではない。
【０１０５】
　[00112]また、別個の実装形態の文脈において本明細書で説明したいくつかの特徴は、
単一の実装形態において組合せで実装され得る。逆に、単一の実装形態の文脈で説明され
た様々な特徴は、複数の実装形態において別々に、または任意の適切な部分的な組合せで
実装され得る。さらに、特徴は、いくつかの組合せで働くものとして上記で説明され、初
めにそのように請求されることさえあるが、請求される組合せからの１つまたは複数の特
徴は、場合によってはその組合せから削除され得、請求される組合せは、部分組合せ、ま
たは部分組合せの変形形態を対象とし得る。
【０１０６】
　[00113]上記で説明した方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソフ
トウェア構成要素、回路、および／またはモジュールなど、それらの動作を実施すること
が可能な任意の好適な手段によって実施され得る。概して、図に示されているどの動作も
、その動作を実施することが可能な対応する機能的手段によって実施され得る。
【０１０７】
　[00114]本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、本明細書で説明した機能を実施するように設計された、汎用プロセッサ、デジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラ
マブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ
）、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、またはそれらの
任意の組合せによって実装または実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサで
あり得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティング
デバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロ
プロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意
の他のそのような構成として実装され得る。
【０１０８】
　[00115]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れる場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に
記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒
体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転
送を円滑にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもし



(27) JP 2018-532285 A 2018.11.1

10

20

30

40

50

くは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデ
バイス、または命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送もしくは
記憶するために使われ得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を含
むことができる。また、任意の接続が、コンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえ
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使
用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケ
ーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマ
イクロ波などのワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（
disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディ
スク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（Ｄ
ＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）
ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディス
ク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつかの態様では
、コンピュータ可読媒体は非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を含む
ことができる。加えて、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は一時的コンピュー
タ可読媒体（たとえば、信号）を含むことができる。上記の組合せもコンピュータ可読媒
体の範囲内に含まれ得る。
【０１０９】
　[00116]本明細書で開示する方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数の
ステップまたはアクションを含む。本方法のステップおよび／またはアクションは、特許
請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたはア
クションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの
順序および／または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【０１１０】
　[00117]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示された動作を実施するための
コンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム
製品は、本明細書で説明された動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによっ
て実行可能である命令をその上に記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可
読媒体を備え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケージン
グ材料を含む場合がある。
【０１１１】
　[00118]さらに、本明細書に記載された方法と技法とを実施するためのモジュールおよ
び／または他の適切な手段は、適用可能な場合、ユーザ端末および／または基地局によっ
てダウンロードおよび／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たとえば、
そのようなデバイスは、本明細書で説明する方法を実施するための手段の転送を容易にす
るために、サーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明された様々な方法は、ユー
ザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々な方
法を得ることができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディス
ク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）によって提供され得る。
さらに、本明細書で説明する方法および技法をデバイスに提供するための任意の他の好適
な技法が使用され得る。
【０１１２】
　[00119]特許請求の範囲は、上記で示した厳密な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。上記の方法および装置の構成、動作および詳細において、特許請求の
範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
【０１１３】
　[00120]上記は本開示の態様を対象とするが、それの基本的範囲から逸脱することなく
本開示の他の態様およびさらなる態様が考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範囲
によって決定される。
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